
１ 島原温泉観光協会

２ 島原温泉ガマダス花火大会

３ 平成１９年８月２８日（火）

４ 島原外港周辺

（事業実施状況・内容）

　雲仙・普賢岳の噴火災害からの復興と観光浮揚を願って１９９３年から始まり、今年で１５年

目を迎え、島原外港南側防波堤より７，０００発（昨年６，０００発）の打上花火や水中花火を

中心に、約１時間切れ間なしに打ち上げる勇壮な花火大会。

　観客の安全確保や仮設トイレを設置するなど、十分な配慮を行った。

　また、同日は島原外港フェリーターミナル１Ｆにおいて、普賢岳噴火災害と復興としてパネル

展を実施し、フェリーを利用される方々に広くアピールした。

（実施事業効果）

・多くの観客を集めることで、県内外に噴火災害からの復興を大きくアピールする事ができた。

・パネル展の実施により、観光客はもちろん地元の方にも、当時の災害の凄さと復興状況を

　写真で見ることにより、砂防事業の必要性、防災意識の向上に寄与した。

・噴火災害から地域の復興、活性化の必要性を理解してもらった。

総人数 ３５，０００ 名

（１）主催者参加 名

（２）日本人参加（（１）を除く） 名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

　雲仙・普賢岳の噴火災害より数年中止をしていたが、災害でダメージを受けた地域の観光

振興などを目的に、現在の大会名で始まり、１５回目を迎えた。

　次回以降も花火大会を中心に災害からの復興を広くアピールするため、パネル展等を開催

し、噴火災害を忘れることなく復興と防災意識の向上に努めたい。
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実　施　場　所

事業目的、内容
及びその効果


